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主な内容
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PHOTO
TOPICS

　

第
65
回
京
丹
後
ち
り
め
ん
祭
（
同
実
行
委
員
会

主
催
）
が
４
月
25
、
26
日
の
両
日
、
ア
ミ
テ
ィ
丹
後

（
網
野
町
）
周
辺
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た

来
場
者
が
、
着
物
や
和
装
文
化
に
親
し
み
ま
し
た
。

丹
後
ち
り
め
ん
や
着
物
を
通
じ
て
、
和
装
関
連
産

業
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
。

機
音
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た″
絹
の
ふ
る
さ
と
京
丹

後
市
〟
の
春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
ン
の
26
日
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
浦
嶋
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
演
奏
に
続
き
、
丹
後
小
町
踊
り

子
隊
が
華
や
か
な
舞
を
披
露
し
て
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
恒
例
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、
織
物
業
関
係

者
を
は
じ
め
、
丹
後
き
も
の
ク
イ
ー
ン
や
着
物
愛
好

家
ら
が
艶
や
か
な
着
物
姿
で
行
進
し
、
街
を
彩
り

ま
し
た
。

　

ま
た
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
呉
楽
市
・
き
も
の

古
着
市
の
ほ
か
、
き
も
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
初
開
催
。
着
物
を
洋
風
の
ド
レ
ス
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
も
の
や
、
帽
子
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
作
品
が
並
び
、
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

“
絹
の
ふ
る
さ
と
”
で
和
装
文
化
に
親
し
む

第
65
回
京
丹
後
ち
り
め
ん
祭
を
開
催

1

2 3

54

6

7 8

9

11

10

12

14 15

13

１．伝統のちりめん小唄踊りを披露する子どもたち。パレー
ド後は、ステージに登場し会場を盛り上げた　２．軽快な演
奏でパレードを先導した網野高校吹奏楽部の部員たち　３．
パレードで着物文化を発信した関係団体の代表者と丹後きも
のクイーン　４．市内外からの来場者でにぎわう会場の様子
５．よさこい踊りでパレードを盛り上げる網野よさこい舞手連
のメンバー

６．初開催の「きものコーディネートコンテスト」。会場には11点が並び、
来場者はお気に入りの作品に投票した　７．多くの着物愛好家が訪れた
古着市の様子。色鮮やかな振袖や留め袖、反物、帯などが販売された
８．きものレンタル・着付けコーナーもあり、子どもも着物に親しんだ
９．10.着物姿で染色体験、お茶席を楽しむ来場者

11．華やかな舞で観客を魅了する丹後小町踊り子隊。お馴
染みの京丹後音頭など５曲を披露した　12．踊りを交えた
軽快な演奏で会場を盛り上げる網野高校吹奏楽部の部員た
ち　13．勇壮なばちさばきを披露する浦嶋太鼓保存会　
14．ジャンボ巻き寿司作りに参加する子どもたち　15.迫
力のパフォーマンスを披露する京丹後よさこい連のメン
バー

情報ファイル� P16

京丹後人�� P20

まちのわだい� P10

市の文化財／ピックアップ／和気泰来／図書
館だより　ほか

日吉神社で伝統の「子ども奉納相撲」を開催
／「かぶと山公園まつり」に 4300 人　ほか

海の民学舎第１期生 今村 大
だい

志
し

さん（26）

目　次
index

生命の絆��� P15

今月の「きょうたんごで“いいね”」

市政トピックス� P4
「霧降りの滝」と「無明の滝」市文化財に
指定／山陰近畿自動車道（大宮峰山道路）
新規事業化　ほか

みんなの広場� P14

　今月号の表紙は、新たに市の文化財に
指定された“無

む

明
みょう

の滝”を撮影。久美浜
町市野々の集落を抜け、山道を登ってい
くと、岩肌を流れる約60㍍の滝が現れま
す。この時期は、新緑も楽しめますので
ぜひ足を運んでみてください。（４ページ
関連）
※好天が続くと水量が少なくなります。ま
た、山道は狭く、道も舗装されていないため、
見に行かれる際は十分注意してください。

� P2
“絹のふるさと”で和装文化に親しむ
　　第 65回京丹後ちりめん祭を開催

旬★感たんごはん
「新じゃがのハニーマスタードバター」

フォトトピックス

� P9
環ぢから通信（Vol.9）

企業の駅� P12
医療の現場� P13
熱中症に気をつけましょう。
　～梅雨明けにピークを迎えます～

市指定文化財“無明の滝”
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観光
「
海
の
京
都
博
～
さ
あ
、
知
と
遊
の
冒
険
へ
～
」
開
催
概
要
決
定

府
北
部
の
ま
ち
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信

　
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
“
旅

の
楽
し
み
方
”
の
博
覧
会
「
海
の

京
都
博
～
さ
あ
、
知
と
遊
の
冒
険

へ
～
」の
開
催
概
要
が
４
月
23
日
、

府
や
本
市
を
含
む
府
北
部
７
市
町

等
で
構
成
す
る
海
の
京
都
博
実
行

委
員
会
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
博
覧
会
は
、
府
北
部
７
市
町

が
力
を
結
集
し
、
歴
史
・
文
化
、

ま
ち
や
海
な
ど
の
資
源
を
全
国

に
発
信
し
よ
う
と
企
画
し
た
も
の

で
、
７
月
18
日
に
開
会
し
、
11
月

15
日
ま
で
の
約
４
カ
月
間
府
北
部

７
市
町
で
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
翌
19
日
の
夜
、
夕

日
ヶ
浦
・
浜
詰
海
岸
特
設
会
場

に
お
い
て
、
日
本
最
大
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
像
を
浮

か
べ
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、「
― U

M
I

×

M
A

C
H

I 

―
京
丹
後
旅
博
（
う

み
ま
ち
き
ょ
う
た
ん
ご
た
び
は
く
）」
を

テ
ー
マ
に
、
海
の
京
都
・
京
丹
後

市
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
神
の
箱
庭
」

を
体
感
し
て
い
た
だ
く
ツ
ア
ー
や

宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ほ

か
、
遊
覧
船
・
周
遊
バ
ス
等
の
運

行
に
よ
り
、
市
内
の
グ
ル
メ
や
体

験
プ
ラ
ン
を
好
み
に
合
わ
せ
て
組

み
合
わ
せ
る
“
旅
の
楽
し
み
方
”

を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

「海の京都博～さあ、知と遊の冒険へ～」概要

▼ 期間：７月 18 日（土）～ １１月１５日（日）
▼ 会場：京丹後市ほか府北部 6 市町
▼ 内容：各自治体で開催予定のまち歩き、コンセ
プトツアーなど関連イベントの詳細は、「海の京都
博」公式ホームページや広報紙などで随時お知ら
せします。

海の京都博ＰＲポスター

観光
久美浜湾や小天橋、日本海を一望！

かぶと山展望台と登山道をリニューアル

　京丹後市を代表する絶景スポットのひとつ、かぶと山の山
頂にある展望台の改修工事（環境省）が平成 27 年 3 月末
に完成し、新しくなりました。新設の展望台は、京都府内産
の杉材を活用し、自然環境と調和した構造・デザインで山
頂北側にせり出しており、久美浜湾を眼下に遠くは小天橋・
日本海がより一層見渡しやすい形状となっています。
　市では今回の改修に合わせて、より多くのかたに山頂を訪
れていただけるよう、既存の登山道の整備を実施。でこぼこ
の地面や階段の修復を行い、より安全かつ快適に登ってい
ただけるようになりました。
　さらには、市ライブカメラとＮＨＫロボットカメラが同時
に整備され、四季折々の彩りを見せる風光明媚な久美浜湾
や小天橋・日本海の景観をテレビやインターネットを通じて
より一層楽しめるものとなりました。
　5 月 1 日、登山道の供用開始を記念し、大宮第一小学校
3 年生の児童 79 人が遠足に訪れ、山頂の展望台を目指し、
約 20 分かけて登頂。真新しい展望台からの景色を見て、「最
高！きれい！気持ちいい！」と感想を述べていました。
　平成 27 年 7 月は京都縦貫自動車道の全線開通が予定さ
れ、7 月 18 日から 11 月 15 日まで「海の京都博」が開催さ
れます。今後は、海の京都・京丹後市の代表的な絶景スポッ
トの一つとして広く発信し、観光誘客に取り組んでいきます。

～ 絶景をより身近に ～　市ライブカメラ、ＮＨＫロボットカメラを新設

　絶景を背にして、記念撮影を行
う児童たち　展望台からの眺めを
楽しむ児童たち　山頂を目指し整
備された登山道を登る児童たち

文化財
「
霧
降
り
の
滝
」「
無
明
の
滝
」
を
指
定

　

霧
降
り
の
滝
は
、
福
田
川
の

支
流
の
新
庄
川
の
上
流
、
標
高

１
４
１
㍍
の
地
点
に
あ
る
滝
で
、

新し
ん

庄じ
ょ

集
落
の
１
㌔
南
に
位
置
し
ま

す
。
滝
を
流
れ
る
水
は
、
分ぶ

ん
き
ば
く

岐
瀑

と
呼
ば
れ
、
断
崖
の
途
中
に
突
出

し
た
岩
々
に
当
た
っ
て
砕
け
、
左

右
お
よ
び
幾
つ
か
に
分
か
れ
て
落

ち
て
い
き
ま
す
。

　

滝
の
名
称
は
、
流
れ
落
ち
る

水
が
、
岩
肌
に
当
た
り
、
水
し

ぶ
き
が
霧
に
な
っ
て
降
り
注
い
で

い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
周
辺
は
、
滝
の
発
す
る
水

し
ぶ
き
が
霧
状
と
な
っ
て
た
ち
こ

め
て
お
り
、
山
の
静
け
さ
も
あ
い

ま
っ
て
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
、
水

量
も
安
定
し
、簾す

だ
れ

状
に
流
れ
落
ち
、

優
美
な
景
観
で
す
。

　
滝
の
岩
肌
に
は
不
動
明
王
の
彫

刻
が
線
刻
さ
れ
、
古
く
か
ら
地

元
の
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
名
勝

地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
地
元
区
に

よ
り
大
切
に
維
持
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
滝
の
流
れ
る
周
囲
の

山
に
は
、
か
つ
て
一
色
氏
の
山
城

が
あ
り
、
細
川
氏
と
の
戦
い
で
多

く
の
武
士
が
最
期
を
遂
げ
た
と
の

伝
承
も
あ
り
、
歴
史
的
な
由
緒
か

ら
も
貴
重
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
初
め
て
“
滝
”
を
指
定
文
化
財
に

交通安全
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
ス
タ
ー
ト
式
」
を
開
催

　
５
月
11
日
か
ら
20
日
に
か
け
て

実
施
さ
れ
る
「
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
に
合
わ
せ
５
月
11
日
、

か
ぶ
と
山
こ
ど
も
園
（
久
美
浜

町
）
で
ス
タ
ー
ト
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
式
に
は
、
交
通
関
係
団
体
の
メ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
警
察
署
や
市

の
職
員
、
米
軍
関
係
者
な
ど
約
50

人
が
参
加
。
市
交
通
安
全
対
策

協
議
会
長
を
務
め
る
中
山
市
長
が

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
た
ほ

か
、
園
児
が
「
道
路
を
わ
た
る
際

は
左
右
確
認
を
／
車
両
通
行
場
所

で
は
遊
ば
な
い
／
い
の
ち
は
ひ
と

つ
！
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
」
と

力
強
く
無
事
故
宣
言
を
発
表
。
そ

の
後
、
安
全
を
願
う
風
船
飛
ば
し

や
交
通
安
全
教
室
、
市
内
全
域
で

車
両
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
期
間
に
併
せ
月
末

ま
で
「
京
丹
後
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
２
０
１
５
」と
位
置
づ
け
、

交
通
安
全
・
防
犯
意
識
の
向
上
に

向
け
た
活
動
を
集
中
的
に
実
施
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

安全を祈願し風船を飛ばす参加者ら

  
市
で
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
契
機
と
し
、
滝
や
渓
谷
な
ど
も
含
め
自
然
地

形
全
般
の
保
全
意
識
の
向
上
を
図
ろ
う
と
、「
霧
降
り
の
滝
」（
網
野
町
新
庄
）
と
「
無
明

の
滝
」（
久
美
浜
町
市
野
々
）を
新
た
に
文
化
財（
滝
の
指
定
は
初
）と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
は
５
年
ぶ
り
で
、
こ
れ
に
よ
り
市
指
定
文
化
財
は
99
件
と
な
り
ま
し
た
。

霧き
り

降ふ

り
の
滝

　
無
明
の
滝
は
、
高
龍
寺
ヶ
岳
か

ら
流
れ
る
川
上
谷
川
の
上
流
に
あ

り
、
標
高
２
４
０
㍍
の
地
点
に
あ

る
滝
で
、
市い

ち

野の

の々

集
落
の
１
㌔
南

西
に
位
置
し
ま
す
。
市
内
に
あ
る

滝
の
中
で
は
最
長
（
約
60
㍍
）
で
、

滝
を
流
れ
る
水
は
分
岐
瀑
と
な
っ

て
お
り
、
昔
、
滝
上
か
ら
の
ぞ
き

込
む
と
「
底
の
明
を
見
ず
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
量
も
豊
富
な
時
に
は
周
囲
の

無む

明み
ょ
う

の
滝

環
境
に
溶
け
込
み
美
し
く
、
水
が

砕
け
落
ち
る
様
子
は
落
差
40
㍍

以
上
の
迫
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
丹
後
地
域
で
も
有
数
の
滝
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

幻想的な景観／歴史的価値

文
化
財
保
護
課

☎
６
９
‐
０
６
４
０

市内最長（約60㍍）

霧降りの滝（網野町新庄）

無明の滝（久美浜町市野々）

↓　市指定文化財の詳細は　↓
　京丹後市指定文化財一覧検索

１

２

３

１
２

３

　海の京都博検索
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　大宮・峰山道路の事業化が決定したことは大変喜ばしい限りです。業界とし
ては都市圏からのアクセスの向上により、直接バイヤー、消費者が産地に足が
運びやすくなり大きな期待がかかります。出て行く商いから、引き寄せる商いの
実現に向けて、引き続き 1 日も早い山陰近畿自動車道の整備をお願いします。

京
都
市
内
ま
で
の
所
要
時
間
が
さ
ら
に
短
縮

道路整備

山
陰
近
畿
自
動
車
道
（
大
宮
峰
山
道
路
）
新
規
事
業
化

　
「
山
陰
近
畿
自
動
車
道
（
大
宮

峰
山
道
路
）、
約
５
㌔
」
が
、
平
成

27
年
４
月
、
国
に
よ
る
直
轄
権
限

代
行
事
業
で
新
規
事
業
化
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
直

轄
権
限
代
行
と
は
、
府
の
管
理
で

あ
る
国
道
に
つ
い
て
、
工
事
の
難

易
度
や
規
模
、
ま
た
全
国
的
な
幹

線
道
路
網
整
備
の
必
要
性
が
あ
る

場
合
等
に
、
京
都
府
に
か
わ
っ
て

国
が
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
大
宮
峰
山
道
路
は
、
鳥
取
市
か

ら
豊
岡
市
を
経
て
京
丹
後
市
・
宮

津
市
を
結
ぶ
延
長
約
１
２
０
㌔
の

「
山
陰
近
畿
自
動
車
道
」
の
一
部

で
あ
り
、
日
本
海
沿
岸
国
土
軸
を

形
成
す
る
重
要
な
道
路
で
す
。

　
ま
た
、京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
、

平
成
27
年
７
月
に
全
線
開
通
予
定

山陰近畿自動車道の整備状況（平成27年 4月現在）

で
あ
り
、「
山
陰
近
畿
自
動
車
道
」

の
森
本
Ｉ
Ｃ
が
開
通
す
る
と
京
丹
後

市
大
宮
町
か
ら
京
都
市
ま
で
の
所
要

時
間
が
約
１
０
０
分
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
宮
峰
山
道
路
の
新

規
事
業
化
に
よ
り
、
開
通
区
間
が

延
伸
す
る
こ
と
で
京
阪
神
や
中
京

圏
が
よ
り
身
近
に
な
り
、
観
光
客

の
増
加
や
企
業
立
地
の
進
展
な
ど

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
山
陰
近
畿
自
動
車
道
」
は
、

全
国
的
な
幹
線
道
路
網
の
整
備

の
中
で
唯
一
の
「
空
白
地
帯
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
空
白
地

帯
」
を
解
消
し
、
全
国
へ
つ
な
が

る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
へ
、
一
日
も
早
い
完
成
を
目
指

し
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

　丹後人の、長年の夢であった山陰近畿自動車道の新規事業化の話をお聞きし、
大変うれしく思っています。既存産業のリボルーション、新産業の芽吹きと成長
が我が故郷「丹後」の新しい成長へと導いてくれるものと期待しています。

丹後織物工業組合

消
防
本
部
総
務
課

☎
６
２
‐
８
１
１
９

各業界から寄せられたよろこびの声

◇ 日本海時代へまた一歩前進！

丹後機械工業協同組合◇ 丹後の新しい成長への導きと期待

　「大宮峰山道路」が、平成２７年度新規事業化されたとのニュースを聞き、大
変喜んでいます。これは、北近畿新時代を切り拓き、活力ある地域経済を取り
戻す大きな第一歩であります。私たちも、人と地域がつながる「まちづくり」の
実現に向け、全力を傾けたいと思っています。

京丹後市商工会◇ 活力ある地域経済を取り戻す第一歩

　日本を代表する「海の京都観光圏」としてのブランド観光地づくりや世界ジオ
パーク再認定などを活かした京丹後市ならではの観光地づくりを進める中で、山
陰近畿自動車道の延伸に係る予算確保を通じて道路アクセスが飛躍的に向上す
ることは、観光振興にとって大きな追い風となり、心から喜び感謝します。この
条件を活かし、京丹後市ならではの観光地域づくりに邁進したいと思います。

京丹後市観光協会◇ 観光振興にとって大きな追い風

　峰山までの延伸決定に感謝します。以前は、お客様に「遠かった。」とよく言
われましたが、高速道路の整備、延長に伴い、随分とお越しいただきやすくなり、
お客様も喜んでおられます。峰山までの延伸により、ますますの集客対象地域の
拡大と京丹後市への観光客の増加につながるありがたい道と感謝するとともに
期待しています。私たちも心込めたおもてなしで、お客様にお越しいただけるよ
う努めてまいります。

京丹後宿おかみさんの会◇ 観光客の増加につながり感謝

在
日
米
軍
従
業
員
の
労
務
管
理
の
た
め

エ
ル
モ
（
京
丹
後
支
部
）
を
設
置

安全安心

在
日
米
陸
軍
と
消
火
活
動
で
連
携
合
意

　
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
（
丹
後
町

袖
志
）
に
お
い
て
火
災
等
有
事
の

際
の
迅
速
な
支
援
活
動
の
た
め
、

在
日
米
陸
軍
管
理
本
部
か
ら
の
援

助
依
頼
に
対
す
る
承
諾
書
の
取
り

交
わ
し
式
が
４
月
21
日
、
京
丹
後

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
要
請
に
よ
り
、
消
防
活

動
時
に
必
要
と
な
る
施
設
の
間
取

り
図
を
必
要
に
応
じ
提
供
す
る
／

施
設
内
で
利
用
で
き
る
火
災
感
知

器
、
消
火
設
備
に
関
し
て
視
察
を

受
け
入
れ
る
／
消
防
活
動
に
伴
う

損
害
費
用
の
請
求
は
し
な
い
／
消

防
活
動
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、
２

週
間
以
内
に
火
災
報
告
書
を
提

出
す
る
な
ど
の
確
認
が
さ
れ
、
有

事
に
対
す
る
日
頃
の
備
え
や
消
火

活
動
へ
の
連
携
を
図
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
国
内
の
米
軍
基
地
の

火
災
予
防
や
そ
の
対
応
に
つ
い
て

管
理
す
る
在
日
米
陸
軍
基
地
管
理

隊
緊
急
業
務
局
の
ウ
ィ
リ
ア
ム 

・ 

ム
ー
ア
ジ
ュ
ニ
ア
統
合
消
防
長
が

出
席
。「
互
い
の
関
係
を
強
固
に

し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
」
と
述

べ
、
中
山
市
長
は
「
万
一
の
場
合
、

迅
速
な
消
火
活
動
は
不
可
欠
。
日

頃
か
ら
連
携
を
密
に
し
て
、
火
災

は
も
と
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
安
全・

安
心
の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
と

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
火
災
等
有
時
に
協
力

まちづくり
府北部地域が連携し「都市圏づくり」を宣言

７市町の強みを活かし地方創生へ

消
防
活
動
の
連
携
協
力
に
つ
い
て
文
書

を
取
り
交
わ
す
中
山
市
長
と
ム
ー
ア

ジ
ュ
ニ
ア
統
合
消
防
長
（
右
）

　京都府北部５市２町では、これまでにない新たな連携
による都市圏づくりを進める意思を表明するため 4 月 22
日、福知山市のサンプラザ万助で「京都府北部地域連携
都市圏形成推進宣言署名式」を開催しました。
　同宣言は、国の地方創生の動きを捉え、これまでの歴
史の中で多くの先人が英知と力によって築きあげた交流
と連携の実績を基礎に、新しいネットワーク型の自治のあ
り方の構築も視野に置き、圏域全体における地域循環型
の経済成長、高次の都市機能の確保、生活関連機能の向
上に協働・連携を図り、都会にはない豊かで文化的な生
活環境を実現することで、少子高齢化や若者の都市部へ
の流出に歯止めをかけようとするものです。
　署名式には岡西康博府副知事をはじめ、府北部 5 市 2
町の首長が出席。医療・福祉や教育、観光資源など各市
町が有するそれぞれの強みを生かし、連携と協力により役
割分担と機能強化を行うとともに、これらを公共交通等の

ネットワークで結びつけ、北部が一つの経済・生活圏の
形成を目指すことに合意。中核市に匹敵する公共サービ
スや都市機能を備えることで圏域全体の活性化につなげ
る取り組みがスタートしました。

都
市
圏
形
成
に
向
け
今
後
の
連
携
を
誓
う
府
北

部
７
市
町
の
首
長
ら

　
日
本
に
は
、
日
米
安
全
保
障
条

約
に
基
づ
い
て
、
在
日
米
軍
が
駐

留
し
て
お
り
、本
市
に
お
い
て
も
、

丹
後
町
袖
志
地
区
に
「
米
軍
経
ヶ

岬
通
信
所
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
在
日
米
軍
の
任
務
遂
行

の
た
め
に
必
要
な
労
働
力
は
、
国

（
防
衛
大
臣
）
が
雇
用
し
、
在
日

米
軍
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労

働
者
労
務
管
理
機
構
（
Ｌエ

ル

モ
Ｍ
Ｏ
）

は
、
在
日
米
軍
基
地
内
で
働
く
従

業
員
の
募
集
、
人
事
措
置
、
給
与

及
び
福
利
厚
生
等
に
関
す
る
業
務

を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
27
年
４

月
か
ら
京
丹
後
支
部
を
設
置
し
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

在
日
米
軍
で
勤
務
し
て
い
る

方
々
は
、
在
日
米
軍
従
業
員
ま
た

は
駐
留
軍
等
労
働
者
と
呼
ば
れ

て
、
基
地
内
に
お
け
る
事
務
や
技

術
、
販
売
等
多
様
な
業
務
に
従
事

し
ま
す
。　

　
基
地
内
で
働
く
こ
と
に
関
心
あ

る
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

独
立
行
政
法
人 
駐
留
軍
等
労

働
者
労
務
管
理
機
構 
京
丹
後
支
部

　
京
丹
後
市
大
宮
町
周
枳

１
９
７
５
番
地 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
ビ
ル
１
階

☎
０
７
７
２
（
６
８
）
０
９
２
０

　 http://w
w

w
.lm

o.go.jp
   HP 住
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漁
業
所
得
の
向
上
と
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
目
指
し
て

海業振興

「
京
丹
後
市
海
業
推
進
事
業
計
画
」
を
策
定

　
本
計
画
は
、
漁
業
お
よ
び
漁
村

を
は
じ
め
、
京
丹
後
市
の
地
域
振

興
と
産
業
の
活
性
化
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
策
定
。
本
市
の
豊
か

な
海
を
生
か
し
、
農
商
工
観
連
携

を
強
め
な
が
ら
、漁
業
と
併
せ
て
、

遊
漁
、
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

水
産
物
加
工
、
漁
業
体
験
な
ど
、

「
海
業
」
を
効
果
的
か
つ
総
合
的

に
推
進
し
ま
す
。

　
計
画
の
期
間
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
３
年
間

と
し
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
体
験
等
事
業

　
体
験
漁
業
、
遊
漁
体
験
を
地
域

の
観
光
資
源
と
位
置
付
け
、
農
商

工
観
連
携
を
強
め
、
各
地
域
（
漁

村
・
漁
港
）
の
特
色
を
生
か
し
た
、

体
験
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
漁
業
体
験
の
定
置
網
体
験
は
、

久
美
浜
町
、
丹
後
町
に
加
え
、
網

野
町
へ
も
広
げ
て
行
き
ま
す
。

②
水
産
物
活
用
提
供
事
業

　
日
本
海
の
豊
か
な
海
産
物
を
活

用
し
た
水
産
加
工
品
の
研
究
、
新

鮮
な
海
の
幸
を
使
用
し
た
漁
師
料

理
の
提
供
を
実
施
し
ま
す
。

◎
旬
の
魚
料
理
と
し
て
、
定
置
網

船
の
帰
港
を
待
ち
荷に

捌さ
ば

き
の
見
学

と
、
獲
れ
た
て
の
魚
で
に
ぎ
り
寿

司
を
食
べ
る
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

③
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
関
連
事
業

　
漁
村
や
漁
港
等
が
有
す
る
多
面

的
機
能
（
文
化
・
景
観
等
）
を
活

用
し
た
、新
た
な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
ま
す
。

◎
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
の
開

拓
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
等
の
新
た
な

　
市
で
は
、
漁
業
所
得
の
向
上
と
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
目
指
し
て
、
現
在
実
施

中
の
計
画
を
見
直
し
、
農
商
工
観
連
携
に
よ
り
事
業
の
継
続
・
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
、「
京
丹
後
市
海
業
推
進
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
可
能
性
を
研

究
し
、
京
丹
後
市
の
新
た
な
海
の

魅
力
を
創
り
ま
す
。

④
海
の
民
人
育
成
事
業

　
新
た
な
個
人
漁
業
者
や
漁
業
経

営
体
の
育
成
、
若
手
漁
業
者
の
経

営
力
向
上
、
加
工
、
海
業
等
の
漁

村
ビ
ジ
ネ
ス
お
こ
し
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
し
ま
す
。

峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」

健康

生
活
習
慣
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

海
の
民
学
舎
ス
タ
ー
ト

　
「
海
の
民た

み

学
舎
」
は
、
豊
か
で

魅
力
あ
る
京
都
府
の
海
を
守
り
、

将
来
の
漁
業
や
漁
村
を
支
え
る
た

め
の
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
、
府

お
よ
び
府
北
部
４
市
町
な
ど
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
同
学
舎
で
は
、京
丹
後
市
、

舞
鶴
市
な
ど
か
ら
10
人
が
受
講
。

２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し

て
、
漁
業
に
必
要
な
知
識
や
技
術

な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。（
関

連
20
㌻
）

１
期
生
10
人
漁
師
目
指
す

入舎式で決意を述べる1期生の今村大志さん
（丹後王国「食のみやこ」で）

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
検
診
結

果
な
ど
か
ら
学
ぶ
「
健
康
づ
く
り

講
演
会
」
が
５
月
９
日
、
峰
山
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

地
域
住
民
ら
約
２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
「
聞
い
て
納
得
！
病
気
の
し
く

み
～
検
診
結
果
活
用
術
～
」
と
題

し
た
講
演
で
は
、
市
立
久
美
浜
病

院
内
科
医
の
瀬
尾
泰
正
さ
ん
が
検

診
項
目
に
沿
っ
て
病
態
を
説
明
。

「
血
圧
、
脂
質
、
血
糖
は
な
け
れ

ば
生
き
て
い
け
な
い
が
、
過
剰
に

な
る
と
血
管
に
負
担
が
か
か
り
、

心
疾
患
、
脳
卒
中
、
腎
不
全
を
引

き
起
こ
す
原
因
と
な
る
。
検
診
結

果
は
健
康
の
通
信
簿
。
食
べ
過
ぎ

ず
、
飲
み
す
ぎ
ず
、
血
圧
測
定
、

体
重
測
定
を
習
慣
に
」
と
話
し
、

大
切
な
人
と
未
来
に
続
く
一
日
一

日
を
大
切
に
生
き
て
い
こ
う
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
生
活
習
慣
病
に

な
ら
な
い
よ
う
、
食
事
、
運
動
に

注
意
し
て
健
康
診
断
を
し
っ
か
り

受
け
た
い
」「
検
診
を
受
け
て
も

数
値
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
気
を
付
け
て
確

認
し
た
い
」「
健
康
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
」
な
ど
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
こ
の
ほ
か
、
歩
い
て

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
「
健
康

楽が
っ
ぽ
り

歩
里
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
紹
介

や
血
管
年
齢
測
定
、
骨
密
度
測
定

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
推
進
課

☎
６
９
‐
０
３
５
０

生活習慣病の予防などについて講演する瀬
尾医師

　
廃
食
油
は
、
特
殊
な
工
程
で

精
製
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
に
す
る
こ
と
で
、
自
動
車

な
ど
の
燃
料
（
軽
油
代
替
の
燃

料
）
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
、

環
ぢ
か
ら
通
信

て
ん
ぷ
ら
油
を
資
源
に

　
京
丹
後
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
ご
み
減
量
化
や
地
球
温
暖
化
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
が
行
っ

て
い
る
、
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
（
廃
食
油
）
を
回
収
し
、
資
源
と
し
て
再

生
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

Vol.9

大
気
中
に
存
在
し
た
二
酸
化
炭

素
を
吸
収
し
て
で
き
た
植
物
か

ら
つ
く
ら
れ
た
油
を
利
用
し
て

い
る
た
め
、
燃
料
と
し
て
燃
や

し
て
も
、
大
気
中
に
新
た
な
二

酸
化
炭
素
を
排
出
し
ま
せ
ん

（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）。

　

こ
の
た
め
、
従
来
、
新
聞
紙

に
吸
わ
せ
た
り
固
め
た
り
し
て

焼
却
処
分
し
て
い
た
廃
食
油
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
、
石
油
燃
料
の

替
わ
り
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

ご
み
を
減
ら
し
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　　　　

エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
で
は
、
市

内
約
１
０
０
カ
所
の
一
般
家
庭

の
軒
先
や
区
事
務
所
な
ど
に
回

収
用
の
ポ
リ
容
器
を
常
設
し
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
家
庭

で
出
た
廃
食
油
を
、
お
近
く
の

回
収
用
ポ
リ
容
器
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
最
寄
り
の
回
収
拠
点

に
つ
い
て
な
ど
詳
し
く
は
エ
コ

ネ
ッ
ト
丹
後
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。（
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後

　
☎
７
２
‐
１
７
６
７
）

★
回
収
で
き
る
の
は
ご
家
庭
か

ら
出
た
廃
食
油
だ
け
で
す
。
事

業
活
動
か
ら
発
生
す
る
油
は
回

収
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

★
回
収
で
き
る
の
は
植
物
性
の

油（
サ
ラ
ダ
油
、ご
ま
油
、オ
リ
ー

ブ
油
、
菜
種
油
等
）
だ
け
で
す
。

動
物
性
の
油
（
ラ
ー
ド
等
）
や

鉱
物
油
（
自
動
車
用
オ
イ
ル
等
）

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

★
有
害
ご
み
収
集
の
日
に
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
っ
て
い
た

油
回
収
は
、
平
成
27
年
３
月
で

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

　
　
　
☎
６
９
‐
０
４
８
０

終
了
し
ま
し
た
。

　　

エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
で
は
、
よ

り
身
近
で
よ
り
便
利
に
廃
食
油

回
収
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
、

新
た
な
回
収
拠
点
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

回
収
拠
点
と
し
て
協
力
い
た

だ
け
る
ご
家
庭
や
公
民
館
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
収
用
ポ

リ
容
器
を
提
供
し
ま
す
の
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
廃
油
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
ポ
リ
容
器
は
、
エ

コ
ネ
ッ
ト
丹
後
が
回
収
し
ま
す
。

　４月からは、排出時の利便性向上などを
検証するため、ペットボトル専用の回収ボッ
クスを各市民局に設置しています。不要なペッ
トボトル容器などに入れた廃食油を、そのま
ま出していただけますので、ぜひご利用くだ
さい。（必ずねじ込み式キャップのペットボト
ルに入れてお出しください）

市民局では
容器に入れたまま回収できます

▲軒先などに設置され
ている回収容器

▲てんぷら油の回収
の様子

使用済みてんぷら油資源化のイメージ

▲こぼれるおそれ
があるため、ねじ
込み式でない容器
はご遠慮ください

ＣＯ２
二酸化炭素

バイオ燃料てんぷら油植物

バイオディーゼル車

ガイド

回
収
拠
点
を
随
時
募
集
中

動
物
性
油
や
鉱
物
油
は

　
　
　
　
回
収
で
き
ま
せ
ん

市
内
１
０
０
カ
所
に

　
　
　
　
回
収
容
器
を
設
置

廃
食
油
が
車
の
燃
料
に
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▶
ス
イ
ス
村
の
ゲ
レ
ン
デ
に
広
が
る
シ
バ
ザ
ク
ラ

　丹後森林公園スイス村（弥栄町）のシバザクラが見ごろ
を迎え、５月９日から 5 月末まで「芝桜まつり」が開かれ
ています。毎年少しずつ株を増やし、５年目となる今年は、
８万６千株のシバザクラが観光客らをお出迎え。ピンク色
のシバザクラのほか、白や薄紫色のシバザクラも約 6 千株
植えられており、家族連れやツアー客など来場者の目を楽
しませています。
　同公園代表の大江俊太郎さんは「見ごろは５月中旬で
すが、５月末頃まで鑑賞できます」と話していました。
（問い合わせは丹後森林公園スイス村☎0772-66-0036）

　ジオパークの見どころや特徴的なスポッ
トを歩いて巡る「小浜・水晶浜山野草ガイ
ドウォーク」が 4 月 25 日、網野町小浜周
辺で開かれ、約 20 人が自然に親しみなが
ら心地よい汗を流しました。
　この日は、山陰海岸ジオパーク推進協議
会に登録しているガイド団体「ＮＰＯ法人
まちづくりサポートセンター（中江忠宏理
事長）」に所属するメンバーが参加者を案
内。参加者は、山野草やジオパークの成り
立ちなどの説明を受けながら小浜海水浴場
から水晶浜まで往復約３㌔を歩きました。
　穂先が筆の形に似ていることから名が付
いた「コウボウムギ」、食べることができ
る「オカヒジキ」「ハマダイコン」などの
海浜植物を観察。また、「天使の涙」とも
呼ばれる鳴砂特有の高温石英、ライオンが
鎮座しているように見える「ライオン岩」
などを見学し、さらに、木や葉の化石など
も手に取りながら、約 2,500 万年前にさ
かのぼる日本海形成を間近に体験し、ジオ
パークの醍醐味を味わっていました。

　自然環境の保全事業などに取り組む公益
財団法人京丹後市公園緑化事業団主催の

「草花・園芸講習会」が５月８日、峰山途中ヶ
丘公園で開かれました。
　14 回目となる今回は、家の窓際に張っ
たネットにつる性の植物を育て日差しを和
らげる“緑のカーテン”づくりがテーマ。
14 人の受講者たちは、講師の増馬宗男さ
ん（久美浜町）から土づくりや種まき、育
てるコツなどについて講義を受けた後、実
際にフウセンカズラやゴーヤ、ナタマメな
どの苗を植える実習も行いました。
　参加した赤松和美さん（網野町）は「土づくりなど、
園芸の基礎から学べて参考になりました。今年は緑の
カーテンで夏を快適に過ごしたいと思います」と話し
ていました。

　新緑のかぶと山公園（久美浜町）で５月３日、地域
活性化などを目的とした「かぶと山公園まつり」（か
ぶと山ふるさと会主催）が開かれました。市内外から
親子連れなど約 4,300 人が訪れ、ステージイベントや
模擬店、かぶと山登山など多彩な催しを楽しみました。
　特設ステージでは、久美の浜太鼓が勇壮なパフォー
マンスでオープニングを飾り、久美浜中学校吹奏楽部
が踊りを交えて軽快な演奏を披露。このほか、丸太早
切り大会や餅つき大会、アコースティックライブ、ビ
ンゴゲーム大会なども行われました。また、かぶと山
頂上からメッセージカード付きの風船約 300 個を飛
ばすイベントもあり、青空に勢いよく舞い上がるカラ
フルな風船に来場者から歓声が上がっていました。

「かぶと山公園まつり」に 4300人
新緑の中で多彩な催し楽しむ

久 美 浜 町
5月3日

▲講師の増馬さん（中央）に教わりながら土づくり
の実習を行う参加者たち

ピンクのじゅうたん広がる
スイス村のシバザクラが見ごろ

弥 栄 町
5月

▲土俵で熱戦を繰り広げる児童たち（日吉神社で）

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い

日
吉
神
社
で
伝
統
の
「
子
供
奉
納
相
撲
」
を
開
催

5月4日
大 宮 町

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

「山王尊 子供奉納
相撲」の様子

峰 山 町
5月 8日

“
緑
の
カ
ー
テ
ン
”
で
夏
を
快
適
に

峰
山
途
中
ヶ
丘
公
園
で
「
草
花
・
園
芸
講
習
会
」

　子どもの健やかな成長を願う伝統行事「山
王尊 子供奉納相撲」が 5 月 4 日、大宮町
谷内の日吉神社で行われました。
　この日、同区内の小学生 8 人が参加。児
童の保護者や地域住民ら約 40 人が見守る
中、東西に分かれての対戦や勝ち抜き戦が
行われました。
　神社内に常設する 4㍍四方の土俵では、
豪快な上手投げや力強い突っ張りなどの技
が飛び出したり、土俵際の攻防が繰り広げ
られ、場内から「頑張れ！もう少し！」など
の声援を受けていました。
　同行事の世話役を務める溝川貴行さん
は、「地域の子どもたちが健康で元気に育っ
てほしい。参加者が減ってはいるものの、
これからも協力して継続させていきたい」
と話していました。
　取り組み後は、児童の保護者らが、おに
ぎりのほか、旬のフキやタケノコを使った恒例の賄い料
理などをふるまい、食事をしながら近況や昔話に花を咲
かせていました。

網 野 町

見
て
触
れ
て
ジ
オ
の
醍
醐
味
を
満
喫

小
浜
・
水
晶
浜
周
辺
で
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
開
催
4月25日

　丹後町の観光スポット「立岩」周辺で
４月 26 日、地元区民らによる一斉清掃
が行われました。
　毎年春の大型連休に合わせて、観光客
に壮大な立岩と美しい浜の景色を楽しん
でもらおうと、間

たい

人
ざ

区・竹
たか

野
の

連合区・豊
とよ

栄
さか

連合区などで構成する立岩周辺清掃実
行委員会が地域住民に呼び掛けて実施し
ているものです。
　この日は、区民ら約 80 人が参加。１時
間半かけて、冬の間に打ち上げられてい
たペットボトルやビン、流木など約９㌧
を回収しました。参加した峰山高２年の
溝尻寧々さん（丹後町）は「こうした保
全活動に参加することで改めて地域の魅
力を感じることができる。町外の人や在
住外国人の方など、たくさんの人に参加
してほしい」と話していました。
　同委員会では、海水浴シーズン前の 6
月 21 日（予備日 28 日）にも清掃活動を
実施する予定です。

▲立岩周辺の浜でペットボトルやビン、流木
などを回収する区民ら

▶
「
餅
つ
き
大
会
」
で
餅
つ
き
を
楽
し

む
子
ど
も
た
ち

▶
ガ
イ
ド
か
ら
日
本
海
形
成
の
説
明
な
ど
を

受
け
る
参
加
者
た
ち

102015.06

立
岩
と
き
れ
い
な
浜
の
景
色
楽
し
ん
で

区
民
ら
80
人
、
連
休
前
に
一
斉
清
掃
4月26日
丹 後 町
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中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
方
へ

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付

　

社
会
的
、
経
済
的
環
境
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
一
時
的
に
売
り
上
げ
が

減
少
す
る
な
ど
業
況
が
悪
化
し
て
い

る
方
向
け
の
資
金
で
す
。

新
た
に
事
業
を
始
め
る
方
へ

新
規
開
業
資
金

　

新
た
に
事
業
を
始
め
る
方
や
、
始

め
て
間
も
な
い
方
向
け
の
資
金
で
す
。

　

ま
た
、
高
い
成
長
性
が
見
込
ま
れ

る
新
た
な
事
業
を
始
め
る
皆
さ
ま
方

向
け
の
資
金
で
す
。

女
性
、
若
者
、
シ
ニ
ア
の
方
へ

女
性
、
若
者
、
シ
ニ
ア
起
業
家

支
援
資
金

よ
い
会
社
を
つ
く
ろ
う

　

女
性
ま
た
は
30
歳
未
満
か
55
歳
以

上
の
方
で
あ
っ
て
、
新
た
に
事
業
を

始
め
る
方
や
事
業
開
始
後
お
お
む
ね

７
年
以
内
の
方
向
け
の
資
金
で
す
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
や
農
林
漁
業
者
、

お
子
様
の
教
育
資
金
を
必
要
と
す
る
方
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
。
本
紙

で
は
、
公
庫
が
取
り
扱
う
事
業
資
金
を
は
じ
め
、
国
民
生
活
に
密
着
し

た
主
要
な
融
資
制
度
を
ご
案
内
し
ま
す
。

お
子
様
の
教
育
資
金
が
必
要
な
方
へ

教
育
資
金
貸
付
（
国
の
教
育
ロ
ー
ン
）

　　

ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入

企業の駅
ー リレー通信 vol.5 ー

　舞鶴若狭自動車道の完成をはじめ、本年 7 月にはいよいよ京都縦貫自動車道が全通するなど、
北近畿をめぐる産業・社会インフラが飛躍的に向上しつつあります。このコーナーでは、このよ
うな新しい時代の産業環境を最大限に活かしていただけますよう、丹後地域内はもとより、府
域の南北および京阪を貫く京街道、その周辺地域はじめ中広域の圏域において企業相互の連携、
相互の事業拡大と事業創造を促進するため、広く京都府全域又は関西圏等で活躍されている商
工関連団体の取り組みや支援制度などをシリーズで紹介します。

京都縦貫街道

日
本
政
策
金
融
公
庫

※「企業の駅」とは、人と人との出会いや交流を促進したり、
地域から人に情報発信等を行う拠点としての、「まちの駅」
「道の駅」「海の駅」などにならい、命名しました。

― 

地
域
の
身
近
な
金
融
機
関
と
し
て
、
政
策
金
融
機
能
の
発
揮
に
努
め
て
い
ま
す 

―

日
本
政
策
金
融
公
庫
舞
鶴
支
店
（
☎
０
７
７
３
（
７
５
）
２
２
１
１
）

あらゆる業種の方
（一部の方を除く）

一般貸付

創業や海外展開
などを図る方

特別貸付

商工会議所・商工会の経営指導を
   受けている方

経営改善貸付（マル経融資）

生活衛生関係の
 事業を営む方

一般貸付
振興計画の認定を受けて
いる生活衛生同業組合の
組合員の方

振興事業貸付

生活衛生同業組合などの
経営指導を受けている方

生活衛生改善貸付

● 普通貸付

● 生活衛生貸付

学
・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
の

方
向
け
の
資
金
で
す
。
世
帯
年
収

（
所
得
）
に
一
定
の
制
限
が
あ
り

ま
す
。

定
例
相
談
会
（
毎
週
水
曜
日
）

　　
京
丹
後
市
商
工
会
（
本
所
）
に

て
事
業
資
金
の
定
例
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
支
店
ま
で
出
向

く
こ
と
な
く
ご
相
談
い
た
だ
け
ま

す
（
原
則
予
約
制
）。

事業資金をはじめ、国民生活に密着した多様な融資を行っています。

融資制度等

　経営サポート　　　創業・経営相談、情報提供　経営サポート

● 教育貸付（国の教育ローン）
　高校、大学等に入学・在学されるお子さまの保護者の方

対象者

小
規
模
事
業
者

教
育
資
金
を

必
要
と
す
る
方
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地域医療の現場から
The Healthy Life

市立久美浜病院
　内科医
　気象予報士

文

大
おお

阿
あ

久
く

 達
たつ

郎
ろう

熱中症に気をつけましょう。
　　　～梅雨明けにピークを迎えます～

　田植えも終わり、初夏らしい陽気の日が続いてい
ますね。今回は、これからの季節に気をつけてほし
い熱中症についてお話しします。

　
　
　暑い環境で過ごすことによる体調変化を総称して
“熱中症”と呼んでいます。かつては日射病、熱けい
れん、熱射病など重症度に応じて表現を変えていま
したが、今ではまとめて熱中症と呼ぶことが多くなっ
ています。

　
　
　軽症の場合は、めまい、立ちくらみ、生あくび、
こむら返りなどですが、重症になってくると頭痛、
嘔吐、判断力の低下が出るようになり、さらに重症
となると意識障害、けいれんが出ることもあり、死
に至ることがあります。

　
　
　軽症例まで含めると毎年 40万人程度の人が熱中症
に罹ると言われています。その半数程度が 65 歳以
上の高齢者です。心臓病をお持ちの方や寝たきりの
方はよりいっそう注意が必要です。熱中症というと、
炎天下での長時間の運動で発症するイメージがある
かもしれませんが、高齢の方は屋内での発症が多く
なっています。

　
　
　気温が高いときにはもちろんですが、湿度が高い
とき、日射しが強いときにも発症しやすくなります。
これらをもとに「暑さ指数（ＷＢＧＴ）」が環境省で

毎日発表されていますので参考にしてください。熱
中症発症のピークは暑さに慣れていない梅雨明けに
ピークで、この頃は特に重症熱中症の割合と高いと
されています。しかし、１年中発症の報告があり、
年間を通して注意が必要です。

　一番大切なことは暑い環境で過ごすのを避けるこ
とです。特に 35度以上のときは屋外に出ないことが
無難です。ご高齢の方ほどエアコンを使用しない傾
向がありますが、このような方は積極的にエアコン
を使用するべきです。また、こまめに水分を摂取す
ることはもちろん、塩分を摂取することを忘れない
ようにしましょう。市販のスポーツ飲料やOS-1 のよ
うな経口補水液は塩分を含んでおり有用です。

　もし熱中症の患者さんがいたら、水分・塩分を与え、
さらに霧吹きなどで水を体にかけて、体を積極的に
冷やしましょう。
　熱中症は命に関わることもある病気ですので、怪
しいと思ったら早めに病院を受診してください。

　夏の到来を前に、熱中症の予防や対応
について、久美浜病院の大阿久医師に聞
きます。

【環境省ホームページから転載】

熱中症って何ですか？
暑い環境での体調変化の総称です

どんな症状になりますか？
生あくび、嘔吐、けいれんなどが出ます

熱中症になりやすいのはどんな人？
高齢者や寝たきりの方は特に注意を

どんなときに注意が必要ですか？
梅雨明けや気温、湿度が高いときです

熱中症の予防はどうしたらよいですか？
屋外温度に気を付け水分・塩分の摂取を

応急処置はどうしたらよいですか？
水分・塩分を与え、体を冷やしてください

（ＷＢＧＴ＝暑さ指数）
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大久保 柚
ゆず

ちゃん（女の子）
４月生まれ・3,056㌘
母：朋世さん　父：純平さん（京都市北区／実家 : 網野町網野）

高尾 結
ゆい

翔
と

ちゃん（男の子）
４月生まれ・3,122㌘
母：理恵さん　父：嘉行さん

奥地 希
の ぞ み

心ちゃん（女の子）
4月生まれ・3,190㌘
母：智恵美さん　父：信貴さん
（網野町木津）

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃんの誕生を喜ぶご家族の
姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載しています。
どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで （☎ 69-0110）                                        

松本 陽
ひなた

ちゃん（男の子）
４月生まれ・3,064㌘
母：さやかさん　父：晃さん

（網野町網野）

安井 宏
ひろ

臣
おみ

ちゃん（男の子）
５月生まれ・2,566㌘
母：加

か

苗
な

さん　父：幹雄さん（網野町浅茂川）

（大宮町善王寺）

さと
がえ
り

▼
広
報
紙
の
表
紙
の
写
真
、
と
て
も
き
れ

い
で
す
。
花
郷
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ａ
も
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
ま
だ
行
け
て
い

ま
せ
ん
。
京
丹
後
市
に
引
っ
越
し
て
来

て
１
ヵ
月
。
素
敵
な
所
が
色
々
あ
る
な

～
と
思
い
な
が
ら
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
京
丹
後
市
は
広
い
の
で
、
各

記
事
の
所
に
簡
単
な
地
図
な
ど
が
載
っ

て
い
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
か
な
～
と
思

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
読

ま
せ
て
も
ら
い
ま
す
！

　
【
久
美
浜
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
橘
中
閉
校
を
機
に
「
同
窓
会
」
を
計
画

し
ま
し
た
。
半
世
紀
ぶ
り
に
旧
友
に
逢

う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
ス
ポ
ー
ツ
施
設
３
カ
所
の
愛
称
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
良
い
愛
称
で
、
選
定

理
由
が
の
っ
て
い
た
の
で
、
な
お
さ
ら

愛
着
が
わ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
弥
栄
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
漁
師
め
し
食
べ
に
行
き
ま
す
。
バ
イ
キ

ン
グ
は
好
み
の
品
が
食
べ
ら
れ
て
良
い

で
す
。

　
　
　
　
【
大
宮
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
京
丹
後
市
内
の
新
た
な
施
設
、
み
な
と

食
堂
や
食
の
み
や
こ
の
オ
ー
プ
ン
の
話

題
が
あ
り
、
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
【
峰
山
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
京
丹
後
の
食
材
で
簡
単
レ
シ
ピ
～
た
け

の
こ
の
木
の
芽
和
え
美
味
し
そ
う
で
す

ね
。
今
年
は
た
け
の
こ
を
食
べ
て
な
い

で
す
。
少
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
誰
か

ら
も
届
き
ま
せ
ん
!!
安
く
て
で
き
る
レ

シ
ピ
も
教
え
て
ほ
し
い
で
す
!!

　
　
　
　
【
大
宮
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
「
文
化
で
丹
後
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
た

谷
口
さ
ん
の
法
隆
寺
、
人
間
の
手
仕
事

と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。
細
か
い

パ
ー
ツ
を
使
っ
て
の
作
業
、
谷
口
さ
ん

の
根
気
に
は
感
動
さ
え
覚
え
ま
す
。
完

成
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
般
の
人
た
ち
に
も

公
開
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
西
日
本
最
大
級
の
道
の
駅
丹
後
王
国

「
食
の
み
や
こ
」
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
孫
た
ち
と
入
国
し
ま
し
た
。
ど
の

ブ
ー
ス
も
超
人
気
！
地
元
丹
後
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
ラ
ン
チ
は
お

い
し
く
、
入
店
待
ち
40
分
は
価
値
あ
り

で
し
た
。

　
　
　
　
【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
３
月
よ
り
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
に
し
て

い
た
だ
き
、
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
仕
事
で
な
か
な
か
ふ

る
さ
と
へ
足
を
運
べ
な
い
の
で
、
た
い

へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
孫

や
友
人
に
も
ぜ
ひ
丹
後
を
案
内
し
た
い

で
す
。次
号
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
【
兵
庫
県
西
宮
市
・
60
代
・
女
性
】

▼
「“
京
都
丹
後
新
時
代
”
が
動
き
出
す
」

期
待
し
て
い
ま
す
。

【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

京 丹 後 の 食 材 で 簡 単 レ シ ピ 

旬 ★ 感 た ん ご は ん Vo l .18

1.	じゃがいもは皮ごと洗って、食べやすい大きさに切り、水に
さらす。

2.	粒マスタード、しょうゆ、はちみつを合わせておく。
3.	耐熱皿にじゃがいもを並べ、ラップをして600wで５分加熱
する。

4.	フライパンにオリーブオイルを入れ、半分に切ったにんにくと
じゃがいもを入れ、中火で炒める。

5.	じゃがいもの表面にこんがり焼き色が付くまで炒め、塩こしょ
うをする。

6.	バターを加えて２を入れ、照りが出てきたら火を止めて完成！

作り方

　あまり馴染みが無いかも知れませんが、マス
タードは野菜や肉など、さまざまな食材と良く合
う調味料で、新じゃがとも相性は抜群です。マ

スタードにはちみつを加えることでコクが出ます。簡単に作れ
ますので、是非チャレンジしてみてください。
　また、新じゃがは皮が薄いので皮ごと食べられるのが特徴
です。水分を多く含むため、あまり日持ちはしません。保存す
る時は常温で保存をしてくださいね。

　新じゃが、新たまねぎなど“新”と名のつく食材を多く見掛けるようになりましたね。今回は、新じゃ
がいもを使った料理を教えていただきました。
　じゃがいもを炒めるときは、いもが柔らかく崩れやすいので注意してください。じゃがいもはカリッ
となるまで炒めるとさらに美味しくなります。じゃがいも、はちみつの甘味と、粒マスタードの酸味が
ほどよく絡み合い、お酒の肴にもグッド！また、粒マスタード、しょうゆ、はちみつを合わせた調味料
は、野菜や肉を使った料理で活用できる万能調味料です。どうぞ、お試しあれ。

教えてくれたひと

田中	里佳子さん	（網野町）

新じゃがのハニーマスタードバター

材料（３～４人分）

・新じゃがいも …300 ｇ ◎粒マスタード …大さじ２

・にんにく …３片 ◎しょうゆ …大さじ１

・オリーブオイル…大さじ３ ◎はちみつ …大さじ２

・塩こしょう …少々

・バター …30 ｇ

体験レポート
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ブランド産品“丹後とり貝”味わって
久美浜湾の養殖筏で水揚げ、出荷作業始まる

　府立久美浜高等学校の生産系列２年の生徒 11人が
５月 14 日、同校近くの水田で、かぶと山小と高龍小
の５年生に田植えを指導しました。
　田植えに参加した児童 46人は、苗の持ち方や植付
の深さなどについて説明を受けた後、裸足で約５㌃の
水田に入って横一列に整列。久美浜高校の生徒に教わ
りながら、専用のロープに沿って等間隔に苗を植えて
いきました。指導を行った荻野夢

ゆめ
翔
か
さんは「思ったよ

りみんな上手で、スムーズに植えることができた。こ
れをきっかけに、女の子も農業に興味を持ってくれる
とうれしい」と話していました。
　この取り組みは、農業を通じて小学生との交流を図
ろうと、授業の一環として毎年この時期に実施。９月
中旬には一緒に稲刈りを行う予定です。

久美浜高生が小学生と田植えで交流
かぶと山小・高龍小の児童 46 人が参加

◀
久
美
浜
湾
の
養
殖
筏
で
、
水
揚
げ
し
た
ト

リ
ガ
イ
の
出
来
を
見
る
湊
と
り
貝
組
合
の
メ

ン
バ
ー

　“京のブランド産品”に認定されている「丹後とり貝」
の水揚げが久美浜湾のトリガイ養殖筏

いかだ

で始まり、早朝か
ら湊とり貝組合（豊浦貴治組合長）のメンバーによる出荷
作業が行われています。
　「丹後とり貝」は100㌘以上ある大型のトリガイで、一
般のものよりひとまわり大きく、肉厚で独特の深い甘みが
特徴。府海洋センター（宮津市）で生産された稚貝を海
に浮かべた筏

いかだ
からつるして約１年間育成し、主に首都圏や

京阪神の高級料理店などに出荷されるほか、地元の旅館
でも味わうことができます。
　同組合では、６月中旬までに約３万個の出荷を予定。豊
浦組合長は「昨年は水温が高く不漁だったが、今年は大
きさ、味ともに上々の仕上がりで、事前の試食会でも好評
だった。多くの人に味わってほしい」と話していました。

◀
久
美
浜
高
校
近
く
の
農
場
で
、
同
校
の
生
徒
に

指
導
を
受
け
な
が
ら
田
植
え
を
行
う
児
童
た
ち

　

円え
ん

頓ど
ん

寺じ

は
、
久
美
浜
町
円

頓
寺
に
所
在
し
ま
す
。
円
頓

寺
に
は
、
ご
本
尊
の
薬や

く

師し

三さ
ん

尊ぞ
ん

像
（
重
要
文
化
財
）、
熊く

ま

野の

十じ
ゅ
う

二に

社し
ゃ

権ご
ん

現げ
ん

懸か
け

仏ぼ
と
け

・
銅ど

う

製せ
い

経き
ょ
う

筒づ
つ

・
惣そ

う

門も
ん

再さ
い

興こ
う

勧か
ん

進じ
ん

状じ
ょ
う

（
京

都
府
指
定
文
化
財
）
な
ど
多

く
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

円
頓
寺
本
堂
は
、
温
泉
寺

（
豊
岡
市
城
崎
町
湯
島
）
六ろ

く

坊ぼ
う

の
一
つ
で
あ
る
福
聖
院
の
建

物
を
万ま

ん

治じ

年
間
（
１
６
５
８

～
60
年
）
に
移
転
し
た
も
の

と
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

文
化
９（
１
８
１
２
）年
の「
円

頓
寺
薬や

く

師し

如に
ょ

来ら
い

殿で
ん

再さ
い

建こ
ん

立り
ゅ
う

棟む
な

札ふ
だ

」
が
あ
り
、
こ
の
年
に
大

修
理
が
行
わ
れ
た
も
の
が
現

在
の
建
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

建
物
は
、
桁け

た

行ゆ
き

５
間
、
梁は

り

行ゆ
き

６
間
で
、
屋
根
は
宝ほ

う

形ぎ
ょ
う

造づ
く
り

の
も
の
で
す
。
も
と
は
茅か

や

葺ぶ
き

で
し
た
が
、
現
在
は
金
属
板

を
か
ぶ
せ
て
い
ま
す
。
内
部

は
手
前
に
二
室
、
奥
に
三
室

の
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
前
期
建
立
の
言

い
伝
え
が
残
る
古
い
建
物
で

あ
る
点
が
評
価
さ
れ
、
３
月

号
で
紹
介
し
た
仁
王
門
と
と

も
に
平
成
３
年
７
月
15
日
付

け
で
久
美
浜
町
指
定
文
化
財

（
建
造
物
）
に
指
定
、
平
成
16

年
の
京
丹
後
市
発
足
に
伴
い

市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

　
（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

110

　

円
頓
寺
本
堂

江戸時代前期建立の言い伝えが残る本堂

円頓寺

比治山トンネル

小桑公民館

卍極楽寺

卍長円寺

312

482

668

20

至 峰山→

至 但東↓

↑至 浜詰方面

久美浜町野中

円頓寺本堂

35
　
去
る
５
月
13
日
、「
自
殺
総

合
対
策
の
更
な
る
推
進
を
求

め
る
院
内
集
会
」
が
東
京
で

開
催
さ
れ
、
全
国
２
８
７
の

市
区
町
村
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
て
活
動
し
て
い
る
「
自
殺

の
な
い
社
会
づ
く
り
市
区
町

村
会
」
の
代
表
世
話
人
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
院
内
集
会
は
、
来
年
が
国
の
自
殺
対

策
基
本
法
の
施
行
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
も
背
景
に
、
自
殺
総
合
対
策
の
更
な

る
推
進
を
国
会
議
員
、
政
府
に
対
し
て
求
め

て
い
こ
う
と
、
自
殺
対
策
を
全
国
で
展
開
し

て
い
る
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
さ
ん

は
じ
め
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
り
、

尾
辻
会
長
（
自
民
）、
柳
澤

事
務
局
長
（
民
主
）
は
じ
め

超
党
派
の
「
自
殺
対
策
を
推

進
す
る
国
会
議
員
の
会
」
の

議
員
の
皆
さ
ん
20
名
以
上
に

対
す
る
真
剣
な
要
請
が
総
勢
４
０
０
名
以
上

の
参
加
者
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
私
か
ら
も
「
自
殺
対
策
＝
い
の
ち
支
え

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
を
今
後
、
全
国
あ

ま
ね
く
、
ま
す
ま
す
し
っ
か
り
と
展
開
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
真
剣
な
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
全
国
共
通
に
と
て
も
大
切
な

こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
以
下
、
私
が
述
べ
た

要
請
内
容
の
一
部
を
要
約
し
て
ご
報
告
し
ま

す
。

　
「
ま
だ
ま
だ
多
く
の
方
が
社
会
的
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
現
状
を
前
に
、
今
こ
そ
、
改

め
て
国
・
地
方
を
通
じ
て
、
官
民
を
挙
げ
て

社
会
全
体
で
こ
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き

合
う
べ
き
だ
。
全
国
的
に
景
気
は
改
善
し
つ

つ
あ
る
が
、
再
来
年
に
は
消
費
税
も
上
が
り
、

そ
の
際
万
一
に
も
格
差
が
広
が
り
社
会
的
に

追
い
込
ま
れ
る
方
が
増
え
な
い
よ
う
、
い
ま

の
う
ち
か
ら
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
分
の
厚

い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
今
進
め
ら
れ
て
い
る
「
地
方

創
生
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
で
も
あ
る
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
地
方
に
お
い
て
個
別
自

治
体
ご
と
の
対
策
に
有
意
な
地
域
差
が
あ
っ

て
い
い
次
元
の
問
題
で
は
な
く
、
ど
の
自
治

体
も
全
国
の
厳
し
い
状
況
を
自
分
ご
と
と
し

て
受
け
止
め
、
あ
ま
ね
く
こ
ぞ
っ
て
積
極
的

な
対
策
を
進
め
て
い
く
、
こ
の
た
め
の
環
境

づ
く
り
が
大
切
だ
。
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
み
を
振
り
返
っ
た
と
き
に
「
や
る
気

の
あ
る
自
治
体
を
支
援
す
る
」
た
め
の
最
低

限
の
仕
組
み
は
、
基
金
な
ど
が
で
き
て
き
た
。

そ
の
上
で
、
今
後
は
、
大
き
く
二
つ
要
望
す

る
。

　
一
つ
は
、
こ
の
「
や
る
気
を
持
ち
対
策
を

行
う
自
治
体
」
を
ま
す
ま
す
広
げ
て
い
く
、

分
の
厚
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
取
組
み

で
、
こ
の
た
め
に
は
、
地
方
の
取
組
み
を
支

え
る
国
側
の
体
制
の
維
持
整
備
、
予
算
の
充

実
な
ど
が
必
要
。
二
つ
目
と
し
て
ど
う
し
て

も
重
要
な
の
は
「
諸
事
情
で
対
策
実
施
の
乏

し
か
っ
た
自
治
体
」
に
も
最
低
限
の
対
策
は

行
っ
て
も
ら
う
、
こ
の
た
め
の
対
策
だ
。
大

切
な
こ
と
は
、
住
民
に
と
っ
て
住
む
地
域
に

よ
っ
て
必
要
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
差
が

あ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ど
こ
に

住
も
う
と
も
最
低
限
の
“
い
の
ち
支
え
る
支

援
”
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ
は
国

民
と
し
て
保
障
さ
れ
る
べ
き
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
だ
。

　
そ
し
て
こ
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
法

改
正
い
た
だ
き
「
自
治
体
に
自
殺
対
策
推
進

計
画
策
定
・
推
進
を
義
務
付
け
る
」
こ
と
を

ぜ
ひ
お
願
い
す
る
。“
義
務
付
け
”
と
い
う

と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
が
、
住
民
の
立
場
か

ら
言
い
換
え
れ
ば
、「
住
民
が
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
最
低
限
の
支
援
は
地
域
横
断
的
に
共

有
で
き
る
便
益
に
し
て
い
く
」
と
い
う
こ
と

に
過
ぎ
ず
、ま
た
、自
治
体
に
と
っ
て
も
「
地

域
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
課
題

だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ま
ね
く
首
長
に
理

解
を
広
げ
徹
底
し
て
い
く
縁
（
よ
す
が
）
を

得
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
地
方
分
権
を
い

う
前
に
、
地
域
に
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

問
題
と
し
て
規
範
の
整
備
を
お
願
い
す
る
。」

旨
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
こ
と
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
取

り
上
げ
ま
し
た
の
は
、
全
国
的
に
若
干
好

転
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
今
な
お
、
年
間

２
万
５
千
人
、
１
日
70
人
以
上
も
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
て
い
る
こ
の
極
め
て
大
変
な
状
況

を
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
改
め
て

我
が
国
の
社
会
全
体
で
真
正
面
に
据
え
て
、

本
市
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
住
民
お
一
人
お

ひ
と
り
が
、
同
じ
社
会
で
生
き
る
一
人
ひ
と

り
の
い
の
ち
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
そ
し
て
、

い
の
ち
が
尊
ば
れ
、
い
の
ち
が
一
番
大
切
に

さ
れ
る
社
会
を
、
皆
で
創
っ
て
い
く
こ
と
が
、

と
て
も
大
事
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
他
方
で
、
地
域
や
国
の
行
政
、
社
会
の
前

に
は
い
ろ
ん
な
課
題
が
あ
り
、
例
え
ば
地
方

創
生
や
そ
の
た
め
の
地
方
分
権
・
地
域
主
権

な
ど
の
課
題
も
、
今
後
の
社
会
づ
く
り
の
上

で
と
て
も
大
切
な
課
題
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
方
分
権
を
進
め
る

以
前
に
、
ま
た
、
地
方
創

生
を
進
め
る
そ
の
基
礎
と
し

て
、
住
民
誰
も
が
互
い
に
尊

ば
れ
、
互
い
に
大
切
に
さ
れ

る
社
会
へ
の
堅
牢
で
温
か
い

土
台
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が

何
よ
り
重
要
で
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　
誰
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
境
遇
の
違
い

は
互
い
に
紙
一
重
の
差
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
家
族
、
友
人
、
同
僚
で
あ
れ
ば
当
然

に
な
お
の
こ
と
、
他
人
の
よ
う
で
あ
っ
て
も

同
じ
時
代
、
同
じ
社
会
で
共
に
生
き
る
仲
間

で
あ
り
、社
会
の
中
の“
兄
弟
”で
あ
り
ま
す
。

共
に
生
き
る
社
会
の
中
で
誰
も
が
互
い
に
大

切
な
仲
間
、
兄
弟
と
し
て
、
互
い
の
い
の
ち

が
支
え
ら
れ
、
誰
を
も
が
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
社
会
、
い
の
ち
が
一
番
大
切
に
さ

れ
る
、
真
心
あ
ふ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
、
皆

で
歩
み
を
進
め
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

誰
も
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
― 

今
こ
そ
「
い
の
ち
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
享
受
で
き
る
た
め
に 

―



６月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
31 6/1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 7/1 2 3 4

◆児 童 書 バムとケロのそらのたび ／ 島田 ゆか
かいけつゾロリシリーズ ／ 原 ゆたか
へんしんオバケ ／ あきやま ただし

◆小 　 説 祈りの幕が下りる時 ／ 東野 圭吾
虚ろな十字架 ／ 東野 圭吾
豆の上で眠る／ 湊 かなえ

◆小説以外 ノスタルジア／ 萩原 さおり（コミックス）

かないくん ／ 谷川 俊太郎（芸術・絵本）

アンのゆりかご ／ 村岡 恵理 （作家の伝記）

　峰山・あみの図書館は４月、“子ども
読書の日”を記念して「おはなし会」
を開催しました。
　参加した子どもたちは、大型絵本の
読み聞かせ（写真㊤＝峰山図書館・25
日）やパネルシアター、エプロンシア
ターでお話を楽しみました。
　その後、工作や折り紙も行い、あみ
の図書館では、折り紙やストローなど
を使ってこいのぼりを作成しました（写
真㊦＝ 29 日）。

「子ども読書の日」を記念して

　　　  おはなし会を開催

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

　中高と一度も公式戦に出
たことのないサッカー部の

高校３年生の大地。父でなく、母で
もなく、伯母と暮らしていることも、
レギュラーでないなと感じる日々。
彼は、懸命に練習する。そんな彼を、
みんな見ている、必要としている。
彼の居場所はちゃんとある。

　宿
しゅく

題
だい

したくない。そう
だ、ぼくのニセモノロボ

をつくってやってもらおう。ロ
ボはぼくとそっくりになるため
に、ぼくのことを聞

き

いてくる。ぼ
くって、どんななの…。自

じ

分
ぶん

のこ
とかんがえるの、めんどくさいけ
どたのしい。

◉ ぼくのニセモノをつくるには ヨシタケ シンスケ／著
ブロンズ新社

◉ ホケツ！ 小野寺 史宜／著
祥伝社

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

ホストファミリーを募集します

留学生とホストファミ
リーとの交流の様子

nav i nav inav inav inav i nav inav i

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

8/29土

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 前売 2,000 円　当日 2,500 円〈税込〉

　（宝くじ助成による特別料金）　【全席指定】

主催／京丹後市・（公財）京都府丹後文化事業団・京都府・（一財）自治総合センター

宝くじ まちの音楽会

 開演 18：30（開場 18：00）

チケット販売開始：６月 29 日（月）
友の会会員 6 月 25 日（木）から先行予約

心のうたコンサート

　市国際交流協会では、（公財）府国際センターと
共催で「きょうと探訪留学生ツアー in 京丹後」を
開催します。そこで、留学生を受け入れてもらえる
ホストファミリーを次のとおり募集します。
　日本人の生活や文化風習を体験することが目的
ですので、日常会話は日本語で構いません。食事や
寝具なども特別なものを用意していただく必要はあ
りません。

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
6 月 15 日（月）当日消印有効。当選者の発表は 7月
号のこのコーナーで。

◆５月号の答え
問１…３　問２…みなと　問３…食のみやこ

◆５月号当選者
廣野恭子さん（大宮町）、木本貢さん（網野町）、堀和
夫さん（峰山町）、鴨田久夫さん（大宮町）、堀英子さん

（大宮町）
応募総数 33人、全員正解でした。たくさんのご応募ありがと
うございました。

問１ 「第 65 回京丹後○○○○祭」を開催
問２ 「無明の滝」「○○○の滝」を市文化財に指定
問３ ブランド産品「丹後○○貝」の出荷作業始まる

広報クイズ

亀
か め

井
い

 美
み

佑
ゆ

 さん
（大宮第一小６年）

亀
井
美
佑
さ
ん（
大
宮
第
一
小
６
年
）が
金
賞

平
井
嘉
一
郎
文
庫
記
念
事
業
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

第６回

　

第
６
回
平
井
嘉
一
郎
文
庫
記
念
事

業
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
※
の
発
表

会
と
表
彰
式
が
５
月
16
日
、
ア
グ
リ

セ
ン
タ
ー
大
宮
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
宮
町
内
の
小
学
５・
６
年
生
の
応
募

作
品
2
1
0
点
の
中
か
ら
、
事
前
審

査
の
結
果
、
入
選
し
た
10
人
が
作
文

を
発
表
。
こ
の
中
か
ら
、
大
宮
第
一

小
６
年
亀か

め

井い

美み

佑ゆ

さ
ん
の
『
こ
ん
な

ふ
る
さ
と
の
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
』

が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

銀
賞
は
大
宮
南
小
５
年
安や

す

田だ

有ゆ

里り

さ
ん
の
『
大
宮
町
の
未
来
に
つ
な
げ

て
』、
銅
賞
に
は
大
宮
第
一
小
６
年
石い

し

田だ

寧ね

ね々

さ
ん
の
『
私
が
大
き
く
な
っ

た
ら
こ
ん
な
人
に
な
り
た
い
』
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

※
平
井
嘉
一
郎
文
庫
は
、
大
宮
町
善

王
寺
の
出
身
で
ニ
チ
コ
ン
株
式
会
社

（
本
社
・
京
都
市
）
創
業
者
の
故
平
井

嘉
一
郎
氏
生
誕
1
0
0
年
を
記
念
し

て
妻
の
信
子
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
。
同
文
庫
の
記
念
事
業
と
し
て
、

平
成
22
年
か
ら
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

【
入
賞
者
の
皆
さ
ん
】

大
宮
第
一
小
＝
岩い

わ

間ま

理り

子こ

さ
ん（
５

年
）
／ 

高た
か

田た

蓮れ
ん

君
（
５
年
）
／
太お

お

田た

智と
も

文ふ
み

君
（
５
年
）
／
山や

ま

中な
か

円ま
る

美み

さ
ん
（
６
年
）

大
宮
南
小
＝
岡お

か

田だ

優ゆ

羽う

さ
ん
（
５

年
）
／
由ゆ

利り

虹に
じ

乃の

さ
ん
（
６
年
）

／
林

は
や
し

澄す
み

玲れ

さ
ん
（
６
年
）

▲故平井嘉一郎さんの妻・信子さん（前列右から 3 人目）と入
賞者の皆さん

金
賞

◉ 日程：７月 11 日（土）～
12 日（日）

◉ 募集家族：40 家庭
◉ 受け入れ学生：京都市内
   の大学等に通う留学生
◉ 申し込み方法：６月 12 日
  （金）までに、電話で以下
　へご連絡ください。

 市国際交流協会事務局（☎ 69 － 0120）

 南こうせつ

with ウー・ファン

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※前売にて完売の場合は、当日券はございません。

【予定曲目】
♪青春の傷み　♪神田川
　♪妹　　　　　♪ときのしらべ
　　♪夢一夜　　　♪僕の胸でおやすみ 他
　　　♪花咲旅路

まちのコーラスの皆さんと共演します
＊共演曲目　♪ふるさと♪愛よ急げ

募集内容

おわびと訂正
　本紙５月号７ページ
の「丹後町警備派出所」
新設の記事で、本文２
行目京都府警察署

●

が設
置したとありますが、
正しくは京都府警察で
す。また、24 ページ丹
後王国「食のみやこ」
オープンの記事で、写
真説明 3 行目に塾

●

生
●

肉
とありますが、正しく
は熟

●

成
●

肉です。
　おわびして訂正しま
す。

こんな本がよく読まれました！
26 年度のジャンル別上位を紹介

19 2015.06 182015.06
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人口・世帯数
男　	27,953人	（－12）
女　	30,070人	（－69）
計	　58,023人	（－81）
世帯数	　22,690世帯	（＋28）
5月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

▼
人
事
異
動
で
秘
書
広
報
広
聴
課

に
配
属
と
な
り
、
猫
の
目
の
よ
う
に

目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
て
い
く
日
々

に
追
わ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
２
カ

月
近
く
が
過
ぎ
ま
し
た
▼
す
っ
か

り
田
植
え
も
終
わ
り
、
水
面
に
映

る
初
夏
の
空
と
新
緑
が
ま
ぶ
し
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
ね
。「
キ
ラ
ッ
」

と
光
る
水
鏡
の
よ
う
に
、
私
自
身

が
市
政
や
ま
ち
の
ホ
ッ
ト
な
話
題

を
し
っ
か
り
捉
え
て
映
し
出
し
、
広

報
な
ど
で
皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
／
輝

▼
同
じ
く
、
新
規
採
用
職
員
と
し

て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
秘
書
係
で

す
が
、
広
報
に
も
携
わ
る
こ
と
が

で
き
る
と
聞
い
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

（
私
も
少
し
前
ま
で
は
本
紙
の
愛
読

者
で
し
た
の
で
♪
）▼
今
月
は
、さ
っ

そ
く
、
無
明
の
滝
（
表
紙
）
に
行

き
ま
し
た
。
滝
を
見
る
の
は
人
生

初
。
落
差
の
大
き
い
滝
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
▼
こ
れ
か
ら
も
、
自
然
に

触
れ
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
を
発
信

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
／
花

発
行

／
京

丹
後

市
役

所
　

編
集

／
秘

書
広

報
広

聴
課

〒
627-8567  京

都
府

京
丹

後
市

峰
山

町
杉

谷
889

2015.06  vol.135
☎

0772-69-0110
℻

0772-69-0901
HP http://w

w
w

.city.kyotango.lg.jp
hishokoho@

city.kyotango.lg.jp
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ＦＭたんご ネット放送開始 パソコンやスマートフォンからＦＭたんごのラジオ
放送を聞くことができます。詳しくは、ＦＭたんご
ホームページ【fm-tango.jp/】でご確認ください。

海
を
求
め
、
海
に
惹
か
れ

　
　
教
師
か
ら
漁
師
に
転
身

　
３
年
前
、
奈
良
県
か
ら
教
員
と
し
て
京
丹
後
に

赴
任
し
て
き
た
今
村
さ
ん
。
突
然
、
漁
師
へ
の
転

身
を
決
意
し
、
現
在
は
海
の
民
学
舎
の
第
１
期
生

と
し
て
漁
業
や
水
産
物
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
毎
日

を
送
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
今
村
さ
ん
に
「
海
」
の

魅
力
を
聞
い
た
。

              

♦　
　
♦　
　
♦

　

山
々
に
囲
ま
れ
た
奈
良
県
生
駒
市
で
生
ま
れ
育
っ

た
今
村
さ
ん
に
と
っ
て
、
海
は
特
別
な
も
の
。
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
得
意
な
今
村
さ
ん
は
、

サ
ッ
カ
ー
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、カ
ヌ
ー
に
加
え
、ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
担
い
で
雪
山
を
登
り
、
滑
っ
て
降
り
て
く

る
「
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
」
な
ど
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

を
こ
な
し
て
き
た
。
し
か
し
、近
く
に
海
が
な
い
た
め
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
は
〝
あ
こ
が
れ
”
だ
っ
た
。

　

京
丹
後
市
と
の
つ
な
が
り
は
、
小
学
校
の
教
員
と

し
て
赴
任
し
て
き
た
こ
と
。「
海
の
近
く
で
、
自
然
に

囲
ま
れ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
り
た
い
」
と
丹

後
へ
の
赴
任
を
希
望
し
「
見
た
こ
と
も
、
聞
い
た
こ
と

も
、
行
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」
京
丹
後
市
の
間
人
小

学
校
で
教
壇
に
立
っ
た
。
今
村
さ
ん
は
、
ひ
も
の
づ
く

り
や
遠
泳
、
海
水
の
プ
ー
ル
な
ど
、
海
を
背
に
し
た

学
校
な
ら
で
は
の
授
業
に「
衝
撃
を
受
け
た
」と
い
う
。

　

丹
後
管
内
の
小
学
校
で
約
３
年
間
過
ご
し
た
が
、

漁
業
者
、
旅
館
・
民
宿
業
者
の
子
ど
も
た
ち
と
触
れ

合
う
中
で
、
一
層
、
海
へ
の
あ
こ
が
れ
が
強
ま
り
、
生

涯
の
仕
事
と
し
て
海
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
矢
先
、
海
の
民
学
舎
生
募
集
の
新
聞
広
告
に

目
が
留
ま
っ
た
。
広
告
に
は
「
自
分
が
今
、
一
番
や
り

た
い
こ
と
」
が
書
い
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
舎
に
入

る
た
め
に
は
教
員
を
辞
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
躊

躇
し
た
り
、
幾
度
と
悩
ん
だ
。
今
村
さ
ん
は
「
何
度

も
心
が
揺
れ
た
が
、
漁
師
に
な
っ
て
も
子
ど
も
た
ち

に
教
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
む
し
ろ
、
漁
師
で
し
か
教

え
ら
れ
な
い
こ
と
も
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
決
め
た
。

　

４
月
に
入
舎
。
学
舎
は
10
～
40
代
ま
で
10
人
が
研

修
を
行
っ
て
お
り
、
今
村
さ
ん
は
、
宮
津
市
内
に
あ

る
学
舎
寮
に
住
み
込
み
で
通
っ
て
い
る
。
現
在
は
、

漁
業
に
関
す
る
法
律
や
制
度
を
座
学
で
学
ぶ
と
と
も

に
、
定
置
網
漁
業
や
種
苗
生
産
の
実
習
を
行
っ
て
い

る
。「
魚
の
種
類
も
漁
の
こ
と
も
全
く
知
ら
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
聞
く
こ
と
全
て
が
新
鮮
で
、
興
味
深
い
」

と
今
村
さ
ん
。
学
舎
生
は
み
ん
な
仲
良
し
と
い
い
「
漁

師
と
い
う
ゴ
ー
ル
は
同
じ
だ
け
ど
、
漁
の
ス
タ
イ
ル

や
考
え
方
、
将
来
設
計
は
み
ん
な
異
な
る
の
で
、
一

緒
に
い
る
だ
け
で
刺
激
に
な
る
」
と
声
を
弾
ま
せ
る
。

　
休
日
は
、も
ち
ろ
ん
海
に
繰
り
出
す
。
丹
後
に
来
て
、

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
が
、
特
に
「
ス
タ
ン
ド
・

ア
ッ
プ・パ
ド
ル
（
Ｓサ

ッ

プ
Ｕ
Ｐ
）」
に
没
頭
。
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
に
パ
ド
ル
を
持
っ
て
立
ち
、
漕
ぎ
な
が
ら
海
面
を

進
む
ス
ポ
ー
ツ
で
、今
村
さ
ん
は
「
ほ
ぼ
毎
日
乗
る
が
、

休
日
は
丹
後
町
沖
な
ど
で
10
㌔
程
度
航
行
す
る
こ
と

も
あ
る
」
と
笑
う
。

　

今
村
さ
ん
は
「〝
京
丹
後
の
海
は
き
れ
い
”
と
よ

く
聞
く
が
、
海
は
見
る
だ
け
で
な
く
、
利
用
し
た
り
、

体
験
、
体
感
し
た
り
で
き
る
最
高
の
場
所
。
特
に
、

海
の
な
い
地
域
で
育
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
夢
の
よ
う

な
場
所
だ
」と
大
絶
賛
。
そ
ん
な
今
村
さ
ん
、「
将
来
は
、

た
だ
漁
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
漁
師
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
企
画
を
考
え
、
丹
後
に
人
を
集
め
、
漁
業
や
ス

ポ
ー
ツ
、
観
光
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
漁
師

に
な
り
た
い
」
と
〝
大
志
”
を
抱
い
て
い
た
。

実
習
で
使
用
す
る
定
置
網
漁
船
を
前
に
、
海

の
魅
力
を
話
す
今
村
さ
ん

今
い ま

村
む ら

  大
だ い

志
し

さん（26）宮津市在住

海の民学舎第１期生


